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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・インフルエンザ注意報が発令されているため、感染予防を徹底すること。利用者様で不調が有った場合はすぐにマスクの着用を促し、感染拡大予防に努めること。インフルエンザに罹患した場合は、発熱後5日間・解熱後2日間は出勤・通所をしないこと。
・個人情報に関するアンケートが小嶋SGMより各自に送信されているので、1/23（火）までに記入し返信すること。

・2月プログラムテキストの提出は1/19（金）17：00まで。

・工藤弘美さんは1/18（木）まで欠勤となるので、プログラム提出準備はプログラム担当者で行っていくこと。

・佐々木常夫様は1/17（水）で体験利用終了しているが、今後の利用については、生活保護費を受給してからの2/2（金）正式利用を希望しており、1/27（土）の受診時に担当医にデイケア利用のことを伝えると話しているため、1/27（土）の受診結果を確認し、利用確定次第、担当者を決定する予定。

・昨日、居宅介護支援事業所いなほ介護支援専門員の柿坂様が施設見学に来所されている。担当している知的障害者方の日中活動の場を探しているとのこと。現在南郷在住のため、送迎についての検討が必要。後日送迎対応の確認についての連絡がある。
・小嶋SGMの勤務変更：1/19（金）公休、1/22（月）午前半休

・今回の勤務で年休取得者が多く、配置上ギリギリとなっているため、体調不良などがあった場合には、勤務調整が必要になるため、すぐに小嶋SGMに連絡すること。
・暫く利用していない利用者様について
　6カ月以上利用していない利用者様（赤松様、本田様、野月様、鈴木惇浩様、二川目様）について、本人、主治医に、今後の利用の意思確認を3月中に行う予定。
［研修］
・1/22　看護グループ内研修（対象：介護新人・初級スタッフ）
・2/20・21　第9回院内研修「処遇制限」

・2/11　発達障害に関する研修：申し込みは各自で行うこと
[提出]

・2月プログラムテキスト⇒1/19（金）17：00まで

・個人情報アンケート⇒1/23（火）まで

・1月月報⇒2/5（月）8：00まで

・1月経過録⇒2/7（水）までにアップロード

・評価：転倒・転落アセスメント、LASMI⇒2月中に実施

＜利用者様情報＞
デイケア

・久保　興介　様～本人より架電があり、昨日母様がインフルエンザと診断されたとの報告がある。母様の体調は良くなってきており、本人自身に風邪症状等の体調不良はないとのこと。不調を感じた際にはすぐ病院受診をすることと、今後母様の回復状況に合わせて利用日を確認することとしている。上記理由の為、本日はデイケア欠席となる。
・関向　智　　様～本人より報告があり、母様の甲状腺部に悪性と思われる腫瘍があり、精密検査を行うためにかねだ内科耳鼻科から八戸市民病院を紹介されたとのこと。母様が難聴であることから、病院受診には付き添う必要があると話しており、結果が出る1/23に再受診予定であると話している。付き添いについては「今まで世話になってるし、自分がしっかりして支えれるところは支えていかなきゃいけないので、大丈夫です」とのことで、自身で考えていることを評価し、自身の体調に注意しながら付き添い、気になることや不安なことは相談するよう促している。
・若松　邦生　様～本人より報告があり、今後のナイトケア利用について、2/1（木）から月曜、火曜、木曜を開始すると話している。ナイトケア利用までの間は、職場での仕事を行いながら過ごし、来所出来る時にはデイケアに来所するとのこと。現状不安や問題は特にないと話しており、今後何かあった際には無理せず相談するよう促している。また、デイケア以外の場所で特定ナイトケア利用者（中居美津子様）に声を掛けられ、一方的に女性を紹介するような話をされて困っているとの相談がある。スタッフから相手へ伝えて欲しいとの希望がある為、スタッフから相手へ伝えつつ、自身でも相手から声を掛けられた際には困っている旨を伝え、断るよう促している。
・小泉　晋哉　様～本日来所しており、体調について確認している。体温測定しており、36.0℃となっており、風邪症状はないと話している。
・吉田　キクエ様～両乳房下部、両鼠径部が赤くなっており、皮膚科受診している。
・古館　正行　様～昨日、青風荘での足洗いの時、足の凧を自分で取ろうとしているため、本日皮膚科受診している。
デイナイトケア
・袴田　淑子　様～青風荘より情報提供があり、肩が痛く、腕を上げる時に痛いと話している。貰った湿布は貼っているか聞くと貼らなくても大丈夫と話しているとのこと。デイナイトケアでは、痛みの訴えはなく腕を上げる際にも普段通りである様子が窺えている。引き続き様子観察していくこととしている。
・倉石　ヨシエ様～昼食後、口腔ケアの促しをすると歯磨き粉を割り箸に付けようとしており介入している。声を掛けられると「なにすればいいんだっけ？」と話す為、スタッフが歯ブラシに歯磨き粉を付けて手渡している。上記内容を息子様に情報提供し、今後も様子を観察していく。
ナイトケア
・八木橋　牧雄様～普段通り来所し、表情穏やかにスタッフと交流しながら過ごしている。体調については、不調はないとのことで、バイタルサインの異常はない。本人より八戸赤十字病院での検査予定の報告があり、1/23（月）にCTと胃・十二指腸検査を行い、1/25（水）に大腸検査を行う予定とのこと。検査にあたって食事制限があると話しており、本人と制限方法を確認しつつ、うみねこ幸房と協力しながら対応していくこととしている。検査に関する不安を話すことはなく、1/25（水）は検査終了後ナイトケアに来所するとのことで、来所時に状況を教えて欲しいことを伝えている。

・前野　義勝　様～しばらく来所しておらず、欠席の連絡もないため、昨日電話連絡をしている。今週は利用しないが、来週の調理教室には参加すると話している。
＜事例検討＞
カンファレンスシート(佐羽内　裕亮様）

実施日：H30年1月18日（木）13：30～14：00

担当：斎藤　慶大

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	佐羽内　裕亮様
	性別
	男
	年齢
	36
	生年月日
	S56年9月3日

	主病名
	双極性障害、
	合併症
	自閉症スペクトラム障害

	治療方針（医師の指示）
	・基本的生活習慣の習得
・身体機能の維持・向上

・対人関係の改善

・作業能力・持続性の向上

・病識を身に付ける
・社会資源の利用

	本人希望
	人とうまく話せるようになりたい。仕事を頑張れるようになりたい。

体力をつけたい(減量したい)

	家族希望
	働けるようになって欲しい

	入院歴
	精神科病院は1回（⑤H28.8.25～H28.11.30青南病院）他は腰椎ヘルニア治療

	通所歴
	1回目(H29.4.18～青陽館デイケア)

	その他サービス利用
	青明舎

	住居： 母の実家に住んでいる
母・おば(知的障害・認知症有)・本人様の3人暮らし
	家族構成　

①父：別居
②妹・弟：自宅
③母・おば・本人様：母の実家



	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳

2級
	・障害年金なし
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）
上限：1万円

	備考：事例検討に必要な情報を記載
特になし


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	自立した生活を目指し、就労を行う。
	1 安定した就職に必要な能力を見直しその改善を図る。また、興味のある職種・自分に合っている職種を発見する。

2 対人交流技術の獲得(他者交流場面の安定化、雑談力の獲得等)
	①生活リズムの改善・体重の減少を図り健康的な生活を送る。また、就労に向けてモチベーションの獲得を行う。
	①デイケア参加を継続し運動プログラムに参加する。就労へのモチベーション作りを支援する。

	
	
	②孤立する時間を減らし他者と交流する場面の獲得を図る。
	②交流は無くとも他者と場を共有する所から始めひとりで過ごす時間を減らし対人交流の苦手意識の軽減を図る。また、スタッフへ声を掛け相談・雑談をする経験を通して他メンバーへの交流につなげていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①生活リズムの改善・体重の減少を図り健康的な生活を送る。また、就労に向けてモチベーションの獲得を行う。
	デイケア開始時に比べ、生活リズムは安定しある程度の減量も進んでいる。就労に関しては先月から青明舎の森氏と相談の上、就労継続Ａ型へ進む方向性は決まっており、今後興味のあるパソコン業務等のある事業所を探していく。また、現在自身で足りていない部分の自覚として「TPOにあわせた服装」を上げており、スウェットでなく私服での来所を開始し継続できている。
	· 就労A型の事業所を決め見学・体験を進めていく。

· 興味のある分野であるパソコンのスキルアップ、また違う分野の興味開拓

	②孤立する時間を減らし他者と交流する場面の獲得を図る。
	他者交流に関しては、以前に比べ「はい/いいえ」での返答は減り、時間は掛かるがゆっくりと自身の考えを話すことができるようになっている。ひとりで過ごしている時間が多いが、プログラム内での発言も見られ、的を射た発言である。


	・スタッフからの声掛けを継続し他者交流の場面を増やしていく。

	その他
	心理検査の所見ではFIQ：111であるが、能力にばらつきがあり「知覚統合」「作動記憶」が得意であるが「言語理解」「処理速度」が低い結果でありそれを踏まえた職業選択が必要となる。




【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	継続
	継続
	継続
	継続

	
	
	継続
	継続


※治療計画：短期目標を達成するために、具体的に本人・スタッフが行うこと。

· 作成後は、患者情報一覧フォルダに保存して下さい。

青南病院⇒看護共有⇒患者情報一覧⇒外来患者⇒利用者個人
